
【あざれあナビ等を活用した調査研究事業】

会社員　・　公務員　・　自営業　・　その他
(パートナー有の場合）

パートナーの職業

4．あなたの、ワーク・ライフ・バランスの状況は、どうですか？

子育ては、終わった後の議員活動ですので、生活より議員活動中心の毎日ですが、自分自身のやりたい
こと、楽しみも大事にしつつ、精神的余裕を持って、活動できるように心がけています。

5．ワーク・ライフ・バランスを進めていくには、どのような政策が必要だと思いますか？

・女性の就業支援(男性の意識改革、職場内の意識改革も含む)
・育児しやすい社会整備(児童クラブの充実、子育て後の社会復帰)
・個人の選択を大事にしつつ、就業や社会参加したい時にしやすい環境を整える。

6．女性議員を増やすには、どうしたら良いと思いますか？

・女性議員自身が、もっと活動情報を社会に流して、市民に知っていただく努力をすること。
・選挙活動が一番大変だと思うので、応援できる体制を整えること。

7．尊敬する政治家は？

円より子(元衆議院議員、元民主党副代表)

選挙活動は、一番重要な市民一人一人との関わりの場ですが、大変です。その経験から、自分一人の力
で議員になっているのではなく、多くの人の思いを背負って、市民の付託を受けて活動している意識が大
切と思います。

8．パートナーの有無（事実婚を含む）※該当するものに、〇をお願いします　　

有　・　無

【アンケート用紙】

1．議員になろうと思った理由・きっかけは何ですか？

2．議員になって良かったことは？

これまでのボランティア・NPOとの関わりの中で、市民の声を政治に反映させる仕組みや、伝える人が少な
いことに気づき、その立場を目指して、議員に立候補する葉ナシを受けて出ました。

情報を得ることができること。多くの団体の活動の現場を知ることができること。市民の財政・予算・決算の
詳細を知ることができることです。

3．議員になって大変だったことは何ですか？また、それをどのように乗り越えましたか？

（元会社員ですが、

退職） 


